
鳥栖・三養基地域自立支援協議会 

 

 

日時：令和 5年 4月 19日（水）10：00～11：00 

場所：鳥栖市役所 2-2会議室 

 

 

（1）令和 5年度自立支援協議会事業計画について 

 【別紙資料】（自立支援）協議会についての資料に基づき協議会の意義について説明を行う。 

     ・日程、組織図参照 

 

 

（2）運営事務に関する報告、協議について 

・各専門部会より活動実績及び本年度の予定について 

・令和 5年度自立支援協議会開催について意見交換 

【こども部会】 

・昨年度は研修を中心に、事例報告を通して横のつながりをつくっている。今年度もグルー

プディスカッションを通して事業所ごとの特色や同地域に貢献出来ていけるか話をしていく。 

【医ケア児WG】 

・鳥栖三養基地区は早い段階から医ケア児WGの立ち上げ対応を行われている。全体的な底

上げに向けて、地域課題について議論を行っていく。 

【生活の場】 

・事例検討、地域資源（GH）の紹介、民生委員も巻き込んだ研修会の実施を行った。GH事

業所の横のつながりを深めつつ、空き状況を集約してより良い資源探しの助けになればと思

っている。 

・また、本人の不安、不満にも寄り添った支援を目指し意見交換を実施していきたい。 

【地域移行・退院促進】 

・コアメンバー会議の体制での 2 年目に入る。病院と地域事業所との連携を主に課題解決に

向けた検討を行っていく。今年度は研修会も予定している。ピアの方から話を聞く機会を作

っていきたい。 

【差別解消】 

・意思決定支援の課題に対して、ガイドラインの紹介と地域で一定の理解、ルール作りなど

行える一年にしていきたい。また地域研修会についても地域生活支援拠点検討会とともに行

っていく。 

【地域生活支援拠点検討会】 

地域研修会を中心に重度の方が地域で暮らすための課題を考えていく。また、緊急支援の報

告、課題検討。5つの機能をどう地域で進めていくかについても併せて議論を進めていく。 

 



【相談部会】 

・年間を通して事例検討を行っていきながら事業所同士の困り感の共有を行っていく。また、

昨年度に引き続き他部会への参加報告は継続していく。参加率向上のための取り組みも併せ

て検討する。 

 

 

（3）令和 4年度第一回佐賀県自立支援協議会について 

・令和 5年 3月 22日（水）に約 4年ぶりに開催された。（前回は平成 31年【平成 30年度】） 

・相談支援マニュアルの改訂について、地域の自立支援協議会の状況の報告。医療的ケア児

コーディネーターについて、人材育成プランの 4項目で報告があっている。 

・医療的ケア児のコーディネーターの配置については県医療的ケア児コーディネーター荒巻

氏より、今年度から暫定的にコーディネーターを各圏域で配置をして来年度より予算付け及

び、正式開始を行う予定と県より報告があっっている。 

・正式な設置に向けた動きは委託先、各市町と今後協議の予定。 

 

（4）その他、意見交換、報告連絡事項 

・就労継続支援 A型及び B型事業の併用利用についてまだ各市町対応がバラバラなところが

ある。基本的な考え方としては放課後等デイサービスの併用利用と同じと思われるが、利用

に向けてはできる、できないという市町の判断の違いがあるのでそこの共通理解を行ってほ

しい。 

・就労支援部会の中でも共有事項として考えているところなのでまずは行政間での協議、教

諭を行ってほしい。 

 

 

○ 次回会議：令和 5年 7月 19日（水）10：00～11：00 

鳥栖市役所 会議室 


